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福
祉
手
当
受
給
該
当
者
は
届
出
を

　
福
祉
手
当
に
つ
い
て
の
概
要
は
す

で
に
市
報
や
有
線
放
送
な
ど
で
も
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
該
当
さ
れ
る

方
で
、
ま
だ
届
出
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
お
早
め
に
市
社
会
福
祉
事
務
所

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
福
祉
手
当
は
在
宅
の
重
度
障
害
者

に
対
し
そ
の
障
害
ゆ
え
に
生
ず
る
負

担
の
一
助
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
要
件
は
、
つ
ぎ
に
定
め
る
程

度
の
重
度
の
障
害
が
有
り
、
在
宅
の

障
害
者
で
廃
疾
を
事
由
と
す
る
他
の

制
度
に
よ
る
障
害
年
金
、
廃
疾
年
金

等
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

（
障
害
福
祉
年
金
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
は
併
給
に
な
り
ま
す
）

　
受
給
資
格
請
求
手
続
は
、
市
社
会

福
祉
事
務
所
窓
口
で
交
付
す
る
受
給

疹
し
こ
い
酒
妻
卸

画
塩
ギ
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H
の
摂
取
賦
は
標
準
ト

ジ
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．
．
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く
ら
い
e
す
が
年
齢
や

　
　
生
活
条
件
な
ど
で
加
減
し
て

e
　
　
ド
さ
い
。
血
液
中
に
ほ
常
L
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耗
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よ
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τ
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よ
す
。
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資
格
認
定
請
求
書
、
福
祉
手
当
所
得

状
況
届
、
診
断
書
の
ほ
か
、
添
付
書
類

と
し
て
、
戸
籍
謄
本
ま
た
は
抄
本
が

必
要
で
す
の
で
、
手
数
料
金
（
二
百

円
位
）
と
認
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
福
祉
手
当
の
対
象
と
な
る
障
害
の

程
度
は
視
覚
、
聴
覚
、
肢
体
不
自
由
、

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
機
能
障
害
の

方
で
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
程
度
。

（
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
所
持
の
方

は
診
断
書
不
要
で
す
）
ま
た
、
肝
臓
、

血
液
疾
患
、
精
神
障
害
、
脳
出
血
等

に
よ
る
後
遺
症
で
ね
た
き
り
の
状
態

に
あ
る
方
で
食
事
や
ト
イ
レ
、
洗
面
、

入
浴
等
日
常
生
活
が
自
分
だ
け
で
は

出
来
な
い
方
。

※
福
祉
手
当
額
は
月
額
四
千
円
で
す
。

所得制限表

※
所
得
制
限
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、

次
表
の
所
得
を
超
え
る
方
は
、
該
当

し
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
は
四
月
九
日
か
ら

　
市
報
と
お
か
ま
ち
二
月
号
で
固
定

資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
期
間
変
更
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
国

会
審
議
の
遅
れ
か
ら
、
期
日
が
つ
ぎ

の
と
お
り
再
度
変
更
し
ま
し
た
の
で

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
　
縦
覧
期
間
　
昭
和
五
十
一
年
四
月

九
日
か
ら
同
月
二
十
八
日
ま
で
。
時

間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
（
土
曜
日
は
、
正
午
ま
で
。

日
曜
、
祭
日
は
休
み
）
。

　
縦
覧
場
所
　
市
役
所
税
務
課

　
な
お
、
こ
れ
に
伴
い
、
固
定
資
産

務扶 本障 等扶

者養 宝
口

　養
の　親

等義 人者 数族

1，632，500 600，000
○

円 円
人

1，852，500 762，000
4

円 円
人

2，072，500 982，500
二

円 円
人

』ご

2，292，500 1，202，500

円 円
人

2，512，500 1，422，500
四

円 円
人

2，732，500 1，642，500
五

円 円
人

税
の
納
期
は
、
第
一
期
は
五
月
、
第

二
期
七
月
、
第
三
期
九
月
、
第
四
期

十
一
月
と
な
り
ま
す
。

嚢
霧
義
馨
搬
．
鎌
纏
鑑
篭

　
気
温
の
上
昇
に
伴
い
全
層
な
だ
れ

が
随
所
で
発
生
し
、
非
常
に
危
険
と

な
っ
て
い
ま
す
。
危
険
と
な
る
部
落

及
び
通
行
人
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
注

意
し
、
な
だ
れ
事
故
防
止
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

　
■
「
ナ
ダ
レ
注
意
」
の
標
識
の
立

　
て
て
あ
る
所
は
、
特
に
注
意
し
て

　
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
各
部
落
と
も
危
険
箇
所
の
監
視

　
を
強
め
、
危
険
を
発
見
し
た
場
合

　
は
嘱
託
員
を
通
じ
て
地
域
の
人
達

　
に
周
知
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
危
険
と
考
え
ら
れ
る
所
は
、
部

　
落
で
雪
庇
を
排
除
す
る
な
ど
事
故

　
の
未
然
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
■
危
険
箇
所
で
迂
回
可
能
の
所
は

　
迂
回
路
を
設
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

農
業
用
軽
油
免
税
証

を
交
付

　
農
業
用
軽
油
免
税
証
の
交
付
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

つ
ぎ
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

該
当
さ
れ
る
方
は
忘
れ
ず
に
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　
日
時
／
三
月
二
十
六
日
（
金
）
午

前
十
時
～
午
後
三
時
。

　
場
所
／
十
日
町
財
務
事
務
所
（
妻

有
町
西
二
　
総
合
庁
舎
内
）
。

　
必
要
書
類
等
／
④
印
鑑
（
共
同
申

請
の
場
合
は
全
員
の
印
鑑
を
）
◎
免

税
軽
油
使
用
者
証
◎
耕
作
面
積
証
明

書
◎
使
用
機
械
の
証
明
書
（
所
有
証

明
、
借
用
証
明
）
又
は
納
品
書
等
の

写
（
機
械
の
製
作
所
名
、
名
称
、
型

式
、
馬
力
、
燃
料
消
費
量
等
記
入
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
カ
タ
ロ
グ
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
）
。

　
そ
の
他
／
申
請
用
紙
は
財
務
事
務

所
へ
。
耕
作
面
積
証
明
は
市
農
業
委

員
会
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は

四
月
か
ら
千
四
百
円
に
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国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月
か

ら
こ
れ
ま
で
の
干
百
円
か
ら
千
四
百

円
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
一
昨
年
春
に

は
大
幅
に
年
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

ま
た
、
一
昨
年
、
昨
年
と
二
年
連
続

で
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
増
額
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
保
険

料
も
引
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

将
来
あ
な
た
の
年
金
を
よ
り
よ
く
す

る
た
め
に
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な

　
い
よ
う
に

飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
十
日
町
警
察
署
か
ら
発
表
さ
れ
た

二
月
一
日
か
ら
二
月
十
日
ま
で
の
酒

酔
い
運
転
違
反
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　
山
田
未
松
（
川
治
三
五
三
の
一
V

所
得
税
の
確
定
申
告
は

す
み
ま
し
た
か

　
所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
民
税
の

申
告
は
も
う
す
み
ま
し
た
か
。

　
申
告
の
期
限
は
三
月
十
五
日
（
月
）

で
す
が
、
期
限
に
お
く
れ
ま
す
と
む

だ
な
加
算
税
が
つ
き
ま
す
。
所
得
税

の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方
は
、
市
民

税
と
事
業
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
　
（
十
日
町
税
務
署
）

電
話
の
マ
ナ
ー
を
電
話

教
室
で

　
新
入
社
員
の
ビ
ジ
ネ
ス
事
始
め
の

た
め
に
、
電
話
マ
ナ
ー
の
習
得
も
大

切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　
「
ビ
ジ

ネ
ス
は
書
く
よ
り
行
く
よ
り
、
ま
ず

電
話
」
正
し
い
か
け
方
、
う
け
方
、

エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
を
早
く
身
に
つ
け

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
電
報
電
話
局

の
「
ダ
イ
ヤ
ル
電
話
教
室
」
を
お
気

軽
に
．
こ
利
用
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い

こ
と
は
曾
二
－
三
三
七
〇
番
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

211．44K㎡（2月1日現在）11，883／面積50，563人（男24，626・女25，937）／世帯数■市勢／人ロ

1新iノ校舎でス，学式1茄齢

　何もかも新しい西小学校一。4月10日の開校式を前に児童678名の

入学式が去る5臼行なわれました。
　同校は、学校規模の適正化によって、十日町小と川治小を分離して
新設されたもので、当日はピカピカの新校舎へ入るのがはじめてとあ

つて、校内では、児童たちの明るい喜びの顔でいっぱいでした。

　　　　　　　　〈写真〉先生に見送られ、校舎をあとにする新一年生一。

　　　　　　　　　　　市民みんなの力で、こどもたちを悲惨な交通事故から守ろう。
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グラフと図表でみる

　　　諏，、，鯵テ毫

市民1人当たりが負担するお金

市民1人当たりに使われるお金
囮
口

　去る3月9日から23日まで開かれた市議会第1回定例
会で昭和51年度予算がきまり、新たに昭和51年度市政
のスタートがきられました。今月は、一般会計予算のあ
らましをグラフと図表でご紹介します。

2億4，889万8千円

万円　5・轡3億4，7．．霧購購．罵縣。蕪ilill礁…i奪…弩　　　　　　　　　　　．＿看　3億4，710万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．4％

市　税

14億410万円

　30．i％

　　　　　　　国県支出金
地方交付税　　　　　　　　　　　諸

13億5劔万円10億1顯市蝦
　　28。9％　　　　21．9％

そ
の
他

2億9，756万1千円
　　　　　6．4％

歳出を昨年に比べると

92，231円

89，798円

69，001円

円

円 27，747

27，085

円

20，631

51年50年49年
12億円

I　l億円

10億円

引意円

8億円

7億円

6億円

5億円

4億円

3億円

2億円

1億円

懸　　　　　　雛　　　　撫

麟

公
債
費

消

防

費

商
工
費

農
林
水
産
業
費

衛
生
費

総
務
費

民
生
費

教
育
費

土
木
費

歳出性質別分析表
　　　　維持補修費　　＿裂zo％

熟欝
費
筋
響

聯

・何にf吏わ漉るカb

1．蘇人件費

24。4％

晒　　縷出金　　　2．0％
その他
0．1％

扶助費補助費等

＼　　　25．7％

、
／
〆
多
ー
蓬
、
生
・
声
〆昭和51年度議難予算総括表
　　　　　　　　　　　単位干羽

『髄類製裂き

多
麓

11襯、言は含1輔撫は

6，906円土木費71，956円
　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
5，II5円教育費64，333円主
　　　　　　　　　　　　　　叢
9，245円民生費81，9”円3
　　　　　　　　　　　　　　ドぎ
0，438円総務費44，427円迄

7，191円衛生費30，606円ミ
　　　　　　　　　　　　　　　¶
5，605円　農林水産業費　23，856円

3，854円商工費16，407円

　891円労働費　3，794円

罵難ぎ，薮螢．慕、瀞謬廻〆

　　x　分

会計名

本年度

予算額

前年度

予算額 比較
増減率

本年度予算額の財源内訳
特　定　財　源 般財源

国県支出金 地方債 その他

一般会計 4，667，114 4，518，844 148，270 3．3％ 1，019，455 347，100 425，559 2，875，000

特
別
会
計

国民健康保険 1，118，554 806，953 311，601 38．6％ 705，002 26，458 387，094

簡易水道 76，442 57，514 18，928 32．9％ 20，700 46，245 9，497

診療所 33，043 31，308 1，735 5．5％ 14，000 19，043

小　計 1，228，039 895，775 332，264 37．1％ 705，002 20，700 86，703 415，634

費目 主　な　る　事　業 予算額

土木費 市　道　　改　　良　舗　　装 2億67，300

関係
市道　舗　装　用　原　材料
橋　　　梁　　　改　　　良

35，000

7，600

道　　路　　除　　雪　　費 1億32，885

（都計）街　　路　　　事　　業 67，000

十　日　町　公　園　造　成 10，000

四日町新田公園造成 6，200

国県道改良事業負担金 12，000

街　路　事　業　負　担　　金 2，720

踏　切　工　事　負　担　金 10，000

雪　害　工　事　負　担　金 10，000

下　　　水　　　道　　　費 1億21，792

教育費 十日町小学校校庭整備 2，000

関係
西　小・馬　場　小　プ　ール

言　語　治療　教室開　設

35，000

3，852

給食施設（西小、名ケ山小） 10，961

南中　学校増　築（一一次分） 46，145

郷　土　資　料　館設　計　費 4，500

（仮称）スポーツ・レクリエーション広場 20，000

（仮称）川治文化福祉会館 1億10，000

市民総合グラウンド（西小） 20，000

民生費
関係

老　人　生　き　が　い　対　策

精神薄弱者援護措置費
身　体障害　者　福　祉　費

6，004

14，784

24，799

児　　童　　措　　置　　費 2億16，686

へき地保育所委託料 84，128

生　活　保　護　費（扶助費のみ） 1億85，991

老　　人　　医　　療　　費 1億20，024

総務費 交　通　安　全　対　策　費 43，305

関係 行　政　無　線　機　設　置 1，623

冬期集落保安要員報酬 7，200

衛生費 虫　歯　予　防　対　策　費 448

関係 へ　き　地医療　対　策　費 4，745

防　疫　薬　剤　購入補助 2，773

妊産婦乳児医療助成　費 11，500

公　　害　　対　　策　　費 22，375

農鉢水産婁費 土地改良事業補助金 19，500

関係 圃場整備事業補助金
13，800

苗場山ろく開発事業　費 11，465

林　道　開　設　工　事　費 50，400

国　　土　　調　　査　　費 37，721

商工費 産業育成資金貸付金 36，000

関係 中小企業振興資金貸付金 50，000

雪　ま　つ　り　委　託　料 6，000

商工組合中央金庫預託金 60，000

魚沼スカイライン開発組合負担金 5，574

一郁事霧韻合 広域事務組合負担金 1億77，941

関係 衛生施設組合負担金 1億90，741

伝染病舎組合負担金 1，974

（第3種郵便物認可）昭和51年4月10日

糠
縮
受
益
者
負
担
金
制
度
を
新
設

　
　
　
　
こ
と
し
は
下
水
管
埋
設
工
事
に
着
手

　
去
る
三
月
九
日
か
ら
開
か
れ
た
市

議
会
第
一
回
定
例
会
で
ド
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金
制
度
が
議
決
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
制
度
は
、
全
国
の
多
く

の
都
市
で
採
用
さ
れ
て
お
り
、
国
は
、

こ
の
制
度
を
採
用
し
て
い
る
都
市
に

は
事
業
費
を
優
先
的
に
補
助
し
て
く

れ
ま
す
。

　
十
日
町
市
下
水
道
事
業
は
、
国
の

財
政
事
情
に
よ
る
財
源
の
関
係
か
ら

工
事
開
始
時
期
が
遅
れ
て
い
ま
す
の

で
、
処
理
開
始
も
当
初
の
予
定
（
昭

和
五
十
六
年
）
よ
り
、
数
年
遅
れ
る

見
と
お
し
で
す
。
こ
の
た
め
、
昭
和

五
十
二
年
度
徴
収
予
定
の
受
益
者
負

担
金
も
時
期
的
に
再
検
討
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
徴
収
す
る
際
は
、

事
前
に
ご
説
明
し
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
は
下
川
原
地
内
の

終
末
処
理
場
進
入
道
路
に
幹
線
と
な

る
下
水
管
を
埋
設
す
る
工
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

工
事
に
あ
た
ノ

っ
て
は
、
極

力
周
辺
農
地

へ
の
通
行
に

薩
縫
〆

進
め
ま
す
の

で
、
み
な
さ

ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し

〔
歎．、距

ま
す
。

　
受
益
者
負
担
金
制
度
と
は

　
公
共
下
水
道
は
、
限
ら
れ
た
区
域

に
多
額
の
国
費
と
市
費
を
投
じ
て
つ

く
ら
れ
ま
す
が
、
恩
恵
を
受
け
る
の

は
、
そ
の
区
域
の
住
民
に
限
ら
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
恩
恵
を
受
け
る
区

域
の
住
民
か
ら
事
業
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
き
、
ド
水
道
事
業
を

促
進
し
よ
う
と
い
う
の
が
受
益
者
負

担
金
制
度
で
す
。

　
譜
　
聾

　
国
＋

駅前、考水幹繹

合等ト至

細飛

磁
灘
鱒
，
課
制
条
例
を
一
部
改
正

市
議
会
第
一
回
定
例
会
は
、
去
る
　
　
下
水
道
課
と
し
た
も
の
で
す
。

一
月
九
日
～
二
十
三
日
ま
で
開
か
れ
　
　
　
ま
た
、
昭
和
五
十
年
度
の
一
般
会

本町西魏

繕
冴
3
審

晒和51年度
工事区聞穿

と」ド」『夢，3（3

ま
し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
は
、
市
道

の
認
定
に
つ
い
て
。
十
日
町
市
課
制

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
。
昭
和
五
十
年
度
卜
日
町

市
一
般
会
計
補
正
予
算
。
昭
和
五
レ

一
年
度
十
日
町
市
一
般
会
計
予
算
な

ど
で
す
。

　
課
制
条
例
の
一
部
改
正
に
）
い
ζ

は
、
公
共
F
水
道
事
業
の
着
手
に
あ

た
り
、
ド
水
道
事
業
準
備
室
を
改
め

計
補
正
予
算
で
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
一
億
三
千
五
百
五
十
六
万
四
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額

を
四
十
八
億
八
千
二
百
七
十
四
万
七

干
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
事
務
改
善

に
伴
う
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
器
機
購

入
、
道
路
改
良
工
事
用
地
買
収
費
、

水
沢
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
関
係
、
除
雪
費

及
び
下
水
道
関
係
、
西
小
関
係
等
と

な
っ
て
い
ま
す
。

／　吉町
賜

　
　
処
理
場

　
専
δ

　
ヌ
黄
－

　
　
蓄
％

と
き
12
号
接
続
バ
ス
を

運
行
し
ま
す

　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
四
月
一
日
よ
り
上
野
発
十
八
時
八

分
、
六
日
町
着
二
十
時
三
十
九
分
の

下
り
と
き
十
二
号
に
接
続
し
て
、
十

日
町
－
六
日
町
間
一
往
復
の
バ
ス
が

運
行
し
て
い
ま
す
。

　
時
間
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。
な
お
、

こ
れ
に
伴
い
十
日
町
発
二
十
一
時
二

十
分
の
水
口
、
仁
田
、
中
里
行
き
の

バ
ス
も
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
十
日
町
発
　
十
九
時
五
十
分

　
六
日
町
着
　
二
十
時
三
十
分

　
六
日
町
発
　
二
十
時
四
十
分

　
十
日
町
着
　
二
十
鱒
時
二
十
分

市政功労者等を表彰

　
市
で
は
、
去
る
三
月

三
十
一
日
、
市
ほ
う
賞

規
則
に
基
づ
き
、
つ
ぎ

の
48
個
人
二
b
団
体
の

方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
表
彰
は
、
市

政
の
進
展
、
文
化
の
向

L
、
そ
の
他
市
民
の
福

祉
の
増
進
等
に
多
大
な

功
績
の
あ
っ
た
方
を
「
ほ

う
賞
審
査
委
員
会
」
に

諮
り
、
決
定
し
た
も
の

で
す
。

　
ほ
う
賞
の
対
象
及
び

受
彰
者
氏
名
は
つ
ぎ
の

と
お
り
。
　
（
敬
称
略
）

〔
自
治
〕

　
丸
山
尚
政
・
越
村
勝
治
・
佐
藤
利

雄
・
矢
口
重
雄
・
斉
木
正
義
・
関
口

美
影
・
根
津
平
六
・
庭
野
乙
松
・
樋

口
熊
蔵
・
池
田
金
策
・
風
間
又
五
郎

・
柳
宗
平
。

〔
文
化
〕

　
赤
倉
神
楽
保
存
会
。

〔
産
業
〕

　
遠
田
金
市
・
山
田
正
吉
・
藤
木
元

一
・
尾
身
正
徳
・
福
島
源
一
。

〔
社
会
福
祉
〕

　
渡
辺
市
松
・
高
木
英
次
郎
・
庭
野

六
郎
・
近
藤
栄
太
郎
・
高
橋
徳
重
・

服
部
慶
圓
∴
二
輪
孝
義
・
春
日
忠
吉

・
丸
山
哲
英
・
武
田
文
雄
・
田
村
白

禅
・
中
村
か
を
る
・
松
井
愛
美
。

〔
保
健
衛
生
〕

　
広
瀬
辰
夫
・
竹
内
真
。

〔
交
通
安
全
〕

　
村
山
利
雄
・
大
島
新
三
・
庭
山
広

司
。〔

防
災
〕

　
久
保
田
謙
蔵
・
村
山
聡
太
郎
・
保

坂
三
郎
・
久
保
田
俊
作
・
柳
久
平
・

高
野
松
蔵
・
大
島
清
一
郎
・
金
沢
保

・
児
玉
量
夫
・
小
泉
友
司
・
池
田
辰

雄
。〔

寄
附
〕

　
㈱
丸
山
工
務
所
・
丸
山
松
平
・
十

日
町
機
械
工
業
㈱
・
樋
口
金
松
・
㈱

滝
泰
・
㈱
田
倉
。

き
■
φ
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3
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3
～
き
3
～
3
～
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○
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書
●
■
～
●
●
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母
乳
を
も
っ
と
見
直
そ
う

　
　
　
　
　
乳
児
の
ミ
ル
ク
支
給
を
廃
止

　
市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
乳
児
の
ミ
ル

ク
支
給
対
象
を
栄
養
上
欠
陥
の
あ
る

者
だ
け
に
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
　
（
妊
婦
に
つ
い
て
は
従
来
通

り
支
給
）

　
こ
れ
は
、
厚
生
省
の
方
針
に
基
づ

き
母
乳
に
よ
る
育
児
を
推
奨
し
、
心

身
共
に
健
康
な
子
供
を
育
て
て
い
た

だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　
み
な
さ
ん
も
つ
ぎ
の
よ
う
な
母
乳

育
児
の
よ
さ
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

も
う
一
度
母
乳
育
児
を
見
直
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
母
乳
育
児
の
よ
さ

※
人
工
栄
養
の
子
供
よ
り
肥
ら
な
い

が
、
体
の
し
ま
っ
た
子
供
に
な
る
。

死
亡
率
や
病
気
に
か
か
る
率
は
、
人

工
栄
養
の
子
供
よ
り
低
い
。

※
母
乳
は
ミ
ル
ク
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー

に
な
り
に
く
い
。

※
母
乳
は
比
較
的
無
菌
で
あ
る
。
そ

の
た
め
毒
性
が
働
か
な
い
し
、
腸
内

細
菌
の
抵
抗
も
は
た
し
て
い
る
。

※
自
然
な
腸
内
細
菌
が
入
っ
て
吸
収

が
よ
く
な
る
。

※
母
乳
を
吸
わ
せ
る
こ
と
で
、
母
親

は
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
の
影
響
を
う
け

て
子
宮
の
収
縮
が
よ
く
な
る
。
乳
が

ん
に
か
か
り
に
く
い
。

※
母
親
が
赤
ち
ゃ
ん
に
オ
ッ
パ
イ
を

与
え
る
こ
と
は
、
幼
児
期
の
性
格
形

成
に
お
い
て
も
重
要
。

姉
妹
校
と
し
て
仲
よ
く

し
て
い
こ
う
ね
”

　
　
十
日
町
小
で
西
小
児
童
と
の

　
　
お
別
れ
会

　
十
日
町
小
学
校
（
高
橋
廣
安
校
長
）

で
は
、
去
る
三
月
二
十
三
日
、
西
小

学
校
十
日
町
校
舎
児
童
と
の
お
別
れ

会
を
開
き
ま
し
た
。
発
表
は
、
す
べ

て
児
童
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
十

日
町
小
学
校
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
り

な
が
ら
、
西
小
学
校
の
誕
生
を
祝
う

形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
「
友
だ
ち

と
別
れ
る
の
は
つ
ら
い
が
、
今
後
姉

妹
校
と
し
て
仲
よ
く
し
て
い
こ
う
」

と
誓
い
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
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グラフと図表でみる

　　　諏，、，鯵テ毫

市民1人当たりが負担するお金

市民1人当たりに使われるお金
囮
口

　去る3月9日から23日まで開かれた市議会第1回定例
会で昭和51年度予算がきまり、新たに昭和51年度市政
のスタートがきられました。今月は、一般会計予算のあ
らましをグラフと図表でご紹介します。

2億4，889万8千円

万円　5・轡3億4，7．．霧購購．罵縣。蕪ilill礁…i奪…弩　　　　　　　　　　　．＿看　3億4，710万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．4％

市　税

14億410万円

　30．i％

　　　　　　　国県支出金
地方交付税　　　　　　　　　　　諸

13億5劔万円10億1顯市蝦
　　28。9％　　　　21．9％

そ
の
他

2億9，756万1千円
　　　　　6．4％

歳出を昨年に比べると

92，231円

89，798円

69，001円

円

円 27，747

27，085

円

20，631

51年50年49年
12億円

I　l億円

10億円

引意円

8億円

7億円

6億円

5億円

4億円

3億円

2億円

1億円

懸　　　　　　雛　　　　撫

麟

公
債
費

消

防

費

商
工
費

農
林
水
産
業
費

衛
生
費

総
務
費

民
生
費

教
育
費

土
木
費

歳出性質別分析表
　　　　維持補修費　　＿裂zo％

熟欝
費
筋
響

聯

・何にf吏わ漉るカb

1．蘇人件費

24。4％

晒　　縷出金　　　2．0％
その他
0．1％

扶助費補助費等

＼　　　25．7％

、
／
〆
多
ー
蓬
、
生
・
声
〆昭和51年度議難予算総括表
　　　　　　　　　　　単位干羽

『髄類製裂き

多
麓

11襯、言は含1輔撫は

6，906円土木費71，956円
　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
5，II5円教育費64，333円主
　　　　　　　　　　　　　　叢
9，245円民生費81，9”円3
　　　　　　　　　　　　　　ドぎ
0，438円総務費44，427円迄

7，191円衛生費30，606円ミ
　　　　　　　　　　　　　　　¶
5，605円　農林水産業費　23，856円

3，854円商工費16，407円

　891円労働費　3，794円

罵難ぎ，薮螢．慕、瀞謬廻〆

　　x　分

会計名

本年度

予算額

前年度

予算額 比較
増減率

本年度予算額の財源内訳
特　定　財　源 般財源

国県支出金 地方債 その他

一般会計 4，667，114 4，518，844 148，270 3．3％ 1，019，455 347，100 425，559 2，875，000

特
別
会
計

国民健康保険 1，118，554 806，953 311，601 38．6％ 705，002 26，458 387，094

簡易水道 76，442 57，514 18，928 32．9％ 20，700 46，245 9，497

診療所 33，043 31，308 1，735 5．5％ 14，000 19，043

小　計 1，228，039 895，775 332，264 37．1％ 705，002 20，700 86，703 415，634

費目 主　な　る　事　業 予算額

土木費 市　道　　改　　良　舗　　装 2億67，300

関係
市道　舗　装　用　原　材料
橋　　　梁　　　改　　　良

35，000

7，600

道　　路　　除　　雪　　費 1億32，885

（都計）街　　路　　　事　　業 67，000

十　日　町　公　園　造　成 10，000

四日町新田公園造成 6，200

国県道改良事業負担金 12，000

街　路　事　業　負　担　　金 2，720

踏　切　工　事　負　担　金 10，000

雪　害　工　事　負　担　金 10，000

下　　　水　　　道　　　費 1億21，792

教育費 十日町小学校校庭整備 2，000

関係
西　小・馬　場　小　プ　ール

言　語　治療　教室開　設

35，000

3，852

給食施設（西小、名ケ山小） 10，961

南中　学校増　築（一一次分） 46，145

郷　土　資　料　館設　計　費 4，500

（仮称）スポーツ・レクリエーション広場 20，000

（仮称）川治文化福祉会館 1億10，000

市民総合グラウンド（西小） 20，000

民生費
関係

老　人　生　き　が　い　対　策

精神薄弱者援護措置費
身　体障害　者　福　祉　費

6，004

14，784

24，799

児　　童　　措　　置　　費 2億16，686

へき地保育所委託料 84，128

生　活　保　護　費（扶助費のみ） 1億85，991

老　　人　　医　　療　　費 1億20，024

総務費 交　通　安　全　対　策　費 43，305

関係 行　政　無　線　機　設　置 1，623

冬期集落保安要員報酬 7，200

衛生費 虫　歯　予　防　対　策　費 448

関係 へ　き　地医療　対　策　費 4，745

防　疫　薬　剤　購入補助 2，773

妊産婦乳児医療助成　費 11，500

公　　害　　対　　策　　費 22，375

農鉢水産婁費 土地改良事業補助金 19，500

関係 圃場整備事業補助金
13，800

苗場山ろく開発事業　費 11，465

林　道　開　設　工　事　費 50，400

国　　土　　調　　査　　費 37，721

商工費 産業育成資金貸付金 36，000

関係 中小企業振興資金貸付金 50，000

雪　ま　つ　り　委　託　料 6，000

商工組合中央金庫預託金 60，000

魚沼スカイライン開発組合負担金 5，574

一郁事霧韻合 広域事務組合負担金 1億77，941

関係 衛生施設組合負担金 1億90，741

伝染病舎組合負担金 1，974

（第3種郵便物認可）昭和51年4月10日

糠
縮
受
益
者
負
担
金
制
度
を
新
設

　
　
　
　
こ
と
し
は
下
水
管
埋
設
工
事
に
着
手

　
去
る
三
月
九
日
か
ら
開
か
れ
た
市

議
会
第
一
回
定
例
会
で
ド
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金
制
度
が
議
決
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
制
度
は
、
全
国
の
多
く

の
都
市
で
採
用
さ
れ
て
お
り
、
国
は
、

こ
の
制
度
を
採
用
し
て
い
る
都
市
に

は
事
業
費
を
優
先
的
に
補
助
し
て
く

れ
ま
す
。

　
十
日
町
市
下
水
道
事
業
は
、
国
の

財
政
事
情
に
よ
る
財
源
の
関
係
か
ら

工
事
開
始
時
期
が
遅
れ
て
い
ま
す
の

で
、
処
理
開
始
も
当
初
の
予
定
（
昭

和
五
十
六
年
）
よ
り
、
数
年
遅
れ
る

見
と
お
し
で
す
。
こ
の
た
め
、
昭
和

五
十
二
年
度
徴
収
予
定
の
受
益
者
負

担
金
も
時
期
的
に
再
検
討
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
徴
収
す
る
際
は
、

事
前
に
ご
説
明
し
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
は
下
川
原
地
内
の

終
末
処
理
場
進
入
道
路
に
幹
線
と
な

る
下
水
管
を
埋
設
す
る
工
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

工
事
に
あ
た
ノ

っ
て
は
、
極

力
周
辺
農
地

へ
の
通
行
に

薩
縫
〆

進
め
ま
す
の

で
、
み
な
さ

ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し

〔
歎．、距

ま
す
。

　
受
益
者
負
担
金
制
度
と
は

　
公
共
下
水
道
は
、
限
ら
れ
た
区
域

に
多
額
の
国
費
と
市
費
を
投
じ
て
つ

く
ら
れ
ま
す
が
、
恩
恵
を
受
け
る
の

は
、
そ
の
区
域
の
住
民
に
限
ら
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
恩
恵
を
受
け
る
区

域
の
住
民
か
ら
事
業
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
き
、
ド
水
道
事
業
を

促
進
し
よ
う
と
い
う
の
が
受
益
者
負

担
金
制
度
で
す
。

　
譜
　
聾

　
国
＋

駅前、考水幹繹

合等ト至

細飛

磁
灘
鱒
，
課
制
条
例
を
一
部
改
正

市
議
会
第
一
回
定
例
会
は
、
去
る
　
　
下
水
道
課
と
し
た
も
の
で
す
。

一
月
九
日
～
二
十
三
日
ま
で
開
か
れ
　
　
　
ま
た
、
昭
和
五
十
年
度
の
一
般
会

本町西魏

繕
冴
3
審
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ま
し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
は
、
市
道

の
認
定
に
つ
い
て
。
十
日
町
市
課
制

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
。
昭
和
五
十
年
度
卜
日
町

市
一
般
会
計
補
正
予
算
。
昭
和
五
レ

一
年
度
十
日
町
市
一
般
会
計
予
算
な

ど
で
す
。

　
課
制
条
例
の
一
部
改
正
に
）
い
ζ

は
、
公
共
F
水
道
事
業
の
着
手
に
あ

た
り
、
ド
水
道
事
業
準
備
室
を
改
め

計
補
正
予
算
で
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
一
億
三
千
五
百
五
十
六
万
四
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額

を
四
十
八
億
八
千
二
百
七
十
四
万
七

干
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
事
務
改
善

に
伴
う
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
器
機
購

入
、
道
路
改
良
工
事
用
地
買
収
費
、

水
沢
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
関
係
、
除
雪
費

及
び
下
水
道
関
係
、
西
小
関
係
等
と

な
っ
て
い
ま
す
。

／　吉町
賜

　
　
処
理
場

　
専
δ

　
ヌ
黄
－

　
　
蓄
％

と
き
12
号
接
続
バ
ス
を

運
行
し
ま
す

　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
四
月
一
日
よ
り
上
野
発
十
八
時
八

分
、
六
日
町
着
二
十
時
三
十
九
分
の

下
り
と
き
十
二
号
に
接
続
し
て
、
十

日
町
－
六
日
町
間
一
往
復
の
バ
ス
が

運
行
し
て
い
ま
す
。

　
時
間
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。
な
お
、

こ
れ
に
伴
い
十
日
町
発
二
十
一
時
二

十
分
の
水
口
、
仁
田
、
中
里
行
き
の

バ
ス
も
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
十
日
町
発
　
十
九
時
五
十
分

　
六
日
町
着
　
二
十
時
三
十
分

　
六
日
町
発
　
二
十
時
四
十
分

　
十
日
町
着
　
二
十
鱒
時
二
十
分

市政功労者等を表彰

　
市
で
は
、
去
る
三
月

三
十
一
日
、
市
ほ
う
賞

規
則
に
基
づ
き
、
つ
ぎ

の
48
個
人
二
b
団
体
の

方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
表
彰
は
、
市

政
の
進
展
、
文
化
の
向

L
、
そ
の
他
市
民
の
福

祉
の
増
進
等
に
多
大
な

功
績
の
あ
っ
た
方
を
「
ほ

う
賞
審
査
委
員
会
」
に

諮
り
、
決
定
し
た
も
の

で
す
。

　
ほ
う
賞
の
対
象
及
び

受
彰
者
氏
名
は
つ
ぎ
の

と
お
り
。
　
（
敬
称
略
）

〔
自
治
〕

　
丸
山
尚
政
・
越
村
勝
治
・
佐
藤
利

雄
・
矢
口
重
雄
・
斉
木
正
義
・
関
口

美
影
・
根
津
平
六
・
庭
野
乙
松
・
樋

口
熊
蔵
・
池
田
金
策
・
風
間
又
五
郎

・
柳
宗
平
。

〔
文
化
〕

　
赤
倉
神
楽
保
存
会
。

〔
産
業
〕

　
遠
田
金
市
・
山
田
正
吉
・
藤
木
元

一
・
尾
身
正
徳
・
福
島
源
一
。

〔
社
会
福
祉
〕

　
渡
辺
市
松
・
高
木
英
次
郎
・
庭
野

六
郎
・
近
藤
栄
太
郎
・
高
橋
徳
重
・

服
部
慶
圓
∴
二
輪
孝
義
・
春
日
忠
吉

・
丸
山
哲
英
・
武
田
文
雄
・
田
村
白

禅
・
中
村
か
を
る
・
松
井
愛
美
。

〔
保
健
衛
生
〕

　
広
瀬
辰
夫
・
竹
内
真
。

〔
交
通
安
全
〕

　
村
山
利
雄
・
大
島
新
三
・
庭
山
広

司
。〔

防
災
〕

　
久
保
田
謙
蔵
・
村
山
聡
太
郎
・
保

坂
三
郎
・
久
保
田
俊
作
・
柳
久
平
・

高
野
松
蔵
・
大
島
清
一
郎
・
金
沢
保

・
児
玉
量
夫
・
小
泉
友
司
・
池
田
辰

雄
。〔

寄
附
〕

　
㈱
丸
山
工
務
所
・
丸
山
松
平
・
十

日
町
機
械
工
業
㈱
・
樋
口
金
松
・
㈱

滝
泰
・
㈱
田
倉
。

き
■
φ
～
3
～
3
～
き
3
～
3
～
●
○
▲
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置
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～
き
●
●
書
●
■
～
●
●
～
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～
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母
乳
を
も
っ
と
見
直
そ
う

　
　
　
　
　
乳
児
の
ミ
ル
ク
支
給
を
廃
止

　
市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
乳
児
の
ミ
ル

ク
支
給
対
象
を
栄
養
上
欠
陥
の
あ
る

者
だ
け
に
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
　
（
妊
婦
に
つ
い
て
は
従
来
通

り
支
給
）

　
こ
れ
は
、
厚
生
省
の
方
針
に
基
づ

き
母
乳
に
よ
る
育
児
を
推
奨
し
、
心

身
共
に
健
康
な
子
供
を
育
て
て
い
た

だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　
み
な
さ
ん
も
つ
ぎ
の
よ
う
な
母
乳

育
児
の
よ
さ
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

も
う
一
度
母
乳
育
児
を
見
直
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
母
乳
育
児
の
よ
さ

※
人
工
栄
養
の
子
供
よ
り
肥
ら
な
い

が
、
体
の
し
ま
っ
た
子
供
に
な
る
。

死
亡
率
や
病
気
に
か
か
る
率
は
、
人

工
栄
養
の
子
供
よ
り
低
い
。

※
母
乳
は
ミ
ル
ク
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー

に
な
り
に
く
い
。

※
母
乳
は
比
較
的
無
菌
で
あ
る
。
そ

の
た
め
毒
性
が
働
か
な
い
し
、
腸
内

細
菌
の
抵
抗
も
は
た
し
て
い
る
。

※
自
然
な
腸
内
細
菌
が
入
っ
て
吸
収

が
よ
く
な
る
。

※
母
乳
を
吸
わ
せ
る
こ
と
で
、
母
親

は
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
の
影
響
を
う
け

て
子
宮
の
収
縮
が
よ
く
な
る
。
乳
が

ん
に
か
か
り
に
く
い
。

※
母
親
が
赤
ち
ゃ
ん
に
オ
ッ
パ
イ
を

与
え
る
こ
と
は
、
幼
児
期
の
性
格
形

成
に
お
い
て
も
重
要
。

姉
妹
校
と
し
て
仲
よ
く

し
て
い
こ
う
ね
”

　
　
十
日
町
小
で
西
小
児
童
と
の

　
　
お
別
れ
会

　
十
日
町
小
学
校
（
高
橋
廣
安
校
長
）

で
は
、
去
る
三
月
二
十
三
日
、
西
小

学
校
十
日
町
校
舎
児
童
と
の
お
別
れ

会
を
開
き
ま
し
た
。
発
表
は
、
す
べ

て
児
童
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
十

日
町
小
学
校
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
り

な
が
ら
、
西
小
学
校
の
誕
生
を
祝
う

形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
「
友
だ
ち

と
別
れ
る
の
は
つ
ら
い
が
、
今
後
姉

妹
校
と
し
て
仲
よ
く
し
て
い
こ
う
」

と
誓
い
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
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道料金が変わります

新料金の実施は4月使用分から（・月徴収）

蓼

　
上
水
道
の
水
道
料
金
は
、
昭
和
四

十
八
年
四
月
に
改
定
い
た
し
ま
し
た

が
、
そ
の
直
後
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

を
初
め
と
し
た
諸
物
価
の
高
騰
で
費

用
が
大
巾
に
増
大
し
、
収
支
の
バ
ラ

ン
ス
が
大
き
く
く
ず
れ
、
水
道
事
業

の
運
営
は
極
め
て
困
難
な
事
態
に
立

ち
い
た
り
ま
し
た
。

か月につき
　　　　　　灘　　　　　灘　　　欝雛雛

　
一
方
、
使
用
さ
れ
る
水
の
量
は
、

不
況
と
は
関
係
な
く
年
々
増
加
し
、

水
源
の
不
足
を
生
じ
る
こ
と
と
な
り

早
急
に
水
源
の
確
保
と
配
水
池
の
増

設
、
配
水
管
の
整
備
な
ど
を
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
水
源
不
足
に
対
処
す
る
た
め

口　径 基本料金 従　　量　　料　　金

13％ 2遡 1㎡～10㎡まで1㎡につき20円

11㎡～20㎡まで1㎡につき50円

21㎡以上　　　　1㎡につき60円

16㌦ 380円

20㌦ 520円

25㌦ 730円

30㌦ 920円

40㌦ 1，600円

50㌦ 2，700円

75㌦ 5，100円

100％ 7，400円

臨時給水等でこの表によらないものは、1㎡につき100円

とする。

い
ま
水
道
課
で
は
六
ヵ
年
計
画
の
第

三
期
拡
張
計
画
を
た
て
て
い
ま
す
。

こ
の
工
事
費
は
お
よ
そ
十
六
億
円
に

な
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
費
用
と
運
営
費
に
あ
て
る
た

め
、
こ
の
た
び
料
金
改
定
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
よ
う
三
月
の
定
例
議
会
に

提
案
し
、
別
表
の
よ
う
に
議
決
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
料
金
の
実
施
は
、
四
月
使
用
分

（
六
月
徴
収
）
か
ら
に
な
り
ま
す
の

で
、
水
道
を
利
用
さ
れ
て
い
る
皆
様

の
ご
理
解
を
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

総工費
1，625百万円

従
量
料
金
は
て
い
（
逓
）
増
型
に

な
り
ま
す

　
新
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水
の
料

金
（
従
量
料
金
と
い
い
ま
す
）
と
に
わ

け
、
従
量
料
金
は
全
部
の
口
径
が
一

立
方
層
か
ら
計
算
す
る
方
式
に
改
め

ま
し
た
。
ま
た
こ
の
従
量
料
金
を
三

段
階
に
区
分
し
、
多
く
使
う
ほ
ど
単

価
（
一
立
方
耕
当
り
の
金
額
）
が
高

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
飲
料
水
の

確
保
を
第
一
」
と
し
た
考
え
と
「
限

り
あ
る
水
を
大
切
に
使
っ
て
い
た
だ

く
」
と
い
う
考
え
方
か
ら
と
っ
た
も

：計算例）

13騙で1か月25㎡使用の場合
基本料金）（初めの10㎡）　　（次の10面b　　　（21㎡以上の分〉　　　（水道料金）

280円十10㎡×20円十10㎡×50円十5㎡×60円一1，280円

の
で
あ
り
ま
す
。

1世帯1カ月の光熱水費調べ

電気2，脳讐

S49．10月号総理府続計局
　　「家計調査綴告」による

年崖　　　　　主な工事
51　水源施設、送水施設の増設
52　配水池の築増、配水管布設
53　水源施設の増設、配水管布設

54　水源施設、送水施設の増設
55　水源施設、送水施設、配水池の増設

56　管理棟の築増

新料金と旧料金の比較）

　口径　　使用水量　　　旧料金　　　　　新料金

　13％　　25㎡　　　950円　　1，280円

　16㌦　　25㎡　　　980円　　1，380円

20％　　30㎡　　1，280円　　1，820円

30㌦　　50㎡　　2，280円　　3，420円
　　　　（料金早見表は5月号に掲載します）

水道経営のしくみ

　
　
働

畠

施工・建設鰯㎜
垂返えす応

ど
ゼ写

に
し灘一

料金を
いただき

診ゆ

安全な水
　を送り

φ‘

藍

（第3種郵便物認可）昭和51年4月10日

簡
易
水
道
も
口
径
別
料
金
に
改
定

当間簡易水道新水源池（50年1哨亮成）

　
簡
易
水
道
は
現
在
約
一
万
二
千
人

の
利
用
者
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
会

計
は
上
水
道
と
別
に
な
っ
て
お
り
、

年
間
に
三
千
万
円
も
の
赤
字
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
赤
字
分
を
料
金

で
負
担
し
て
い
た
だ
く
に
は
、
現
行

料
金
の
二
・
五
倍
以
上
に
し
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
一
気
に
二
倍
も
の
値
上
げ
は
無

理
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
た
び
上

水
道
と
同
じ
取
扱
い
の
口
径
別
料
金

に
改
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
口
径
別
料
金
は
、
上
水
道
で

は
昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
大
き
い
口
径
ほ
ど
経

費
が
高
く
つ
く
こ
と
、
利
用
の
度
合

い
が
高
い
こ
と
か
ら
計
算
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　
簡
易
水
道
の
会
計
は
、
新
料
金
に

な
り
ま
し
て
も
ま
だ
ま
だ
赤
字
を
解

消
出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

不
足
す
る
資
金
は
、
当
分
の
間
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
で
ま
か

な
っ
て
い
く
考
え
で
す
の
で
、
こ
の

水
道
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
は

特
に
こ
の
点
を
ご
理
解
ね
が
い
ま
す
。

∠

彫　簡易水道は

　1㎡送るごとに

44円06銭の赤字

水
は
天
か
ら
…
…

の
時
代
は
昔
の
こ
と

豊
富
な
も
の
か
ら
有
限

の
も
の
、
人
の
手
に
よ
っ
て
造
り
だ

さ
れ
る
貴
重
な
も
の
と
し
て
考
え
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代

に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
水
道
事
業
は

利
用
さ
れ
る
皆
様
の
協
力
な
く
て
は

や
っ
て
い
く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
水
道
課
で
は
、
「
安
心
し
て
飲
め
る

水
」
を
安
定
し
た
水
圧
で
送
り
続
け

る
こ
と
に
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
経
費
の
節
約
に
も
つ

と
め
、
水
道
料
金
へ
の
し
わ
よ
せ
を

出
来
る
だ
け
お
き
え
、
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
力
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

丸
山
氏
に
構
造
改
善

局
長
表
彰

　
丸
山
喜
平
氏
（
珠
川
第
一
）
は
、

入
植
以
来
の
開
拓
営
農
の
功
労
が
認

5月9日⑤・市民体育館で

　昭和51年度十日町市成人式は次のプログラムで

おこないます．どうぞご出席下さいなお、該当者は

昭和30年4月2日～31年4月1日生まれで当市在住者

です、，ハガキ連絡はすでに2月に終っておりますが

もれ落ちの方は至急公民館（電7－5011）へ。
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○
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民
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奏
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…
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：
…
・
…
・
…
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．
○
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二
〇
歳
の
詩
朗
読
…
…
…
…
：
…
…
：
…
…
：
一
〇
．
一
〇

　
お
祝
い
の
こ
と
ば
（
市
長
）
：
…
：
・
…
：
…
・
…
．
一
〇
．
一
五

　
二
〇
歳
の
記
録
入
賞
者
表
彰
：
…
．
：
・
…
：
・
…
一
〇
．
三
〇

　
二
〇
歳
の
記
録
朗
読
…
…
…
：
：
…
：
…
…
・
一
〇
．
四
〇

　
「
若
者
た
ち
」
の
歌
斉
唱
…
…
…
・
…
：
：
・
：
…
・
一
〇
．
五
五

　
記
念
講
演
「
山
に
か
け
た
青
春
」
：
・
…
・
…
・
…
．
一
一
．
○
○

＊
講
師
紹
介
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
終
了
二
一
．
○
○

　
今
井
通
子
（
い
ま
い
・
み
ち
こ
）
、
一
九
四
二
年
東
京
生
ま
れ
、
東
京
女
子
医

　
　
大
卒
、
医
師
、
登
山
家
。
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
、
ア
イ
ガ
ー
、
グ
ラ
ン
ド

　
　
ジ
ュ
ラ
ス
の
世
界
三
大
北
壁
登
は
ん
。
女
性
初
の
快
挙
と
し
て
世
界
の

　
　
注
目
を
あ
び
た
。
七
五
年
力
モ
シ
力
同
人
ダ
ウ
ラ
ギ
ラ
四
峰
登
山
隊
員
。

※
当
日
は
、
ふ
ろ
し
き
、
ス
リ
ッ
パ
を
お
持
ち
下
さ
い
。

※
該
当
者
の
自
主
企
画
に
よ
る
「
新
成
人
祭
」
を
五
月
十
六
日
（
日
〉
、
市

　
民
体
育
館
で
お
こ
な
い
ま
す
。
こ
の
方
も
ご
参
加
下
さ
い
。

め
ら
れ
、
東
京
都
内
で
開
か
れ
た
開

拓
30
周
年
記
念
式
典
の
席
上
、
新
潟

県
下
で
た
だ
一
人
農
林
省
構
造
改
善

局
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

非
常
勤
交
通
指
導
員
の

　
ひ
と
こ
と

藤田豊平
　（新保〉

とお∬夢お5）

私
達
交
通
指
導
員
は
、
地
域
住
民
と

一
体
と
な
っ
て
、
交
通
事
故
防
止
に
つ

と
め
て
い
ま
す
が
、
先
般
は
悲
惨
な
踏

切
り
重
大
事
故
が
発
生
す
る
な
ど
、
な

か
な
か
事
故
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
踏
切
り
通
過
時
の
運
転
者
の

し
が
ま
え
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
ょ
う
。

　
必
ず
一
旦
停
止
す
る
こ
と

　
踏
切
り
は
、
必
ず
一
旦
停
止
し
左
右

を
確
認
す
る
こ
と
。
特
に
、
確
認
は
、

車
内
の
雑
音
（
ス
テ
レ
オ
、
ヒ
ー
タ
ー

等
）
を
止
め
、
窓
を
明
け
る
位
の
注
意

を
払
う
こ
と
。

　
慣
れ
た
踏
切
り
で
も
慎
重
に

　
毎
日
通
る
踏
切
り
は
気
も
ゆ
る
み
勝

ち
で
す
が
、
慎
重
な
安
全
運
転
を
。

　
危
険
な
踏
切
り
に
は
し
ゃ
断
機
を

　
危
険
な
踏
切
り
は
、
一
ヵ
所
で
も
多

く
し
ゃ
断
機
の
設
置
を
望
み
ま
す
。

日を楽しむで芸
「
郷

新保広大寺、大の坂、天神林など力

新
保
広
大
寺
保
存
会
に
よ
る

「
花
笠
」
踊
り
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4）とおゴ『』富．3（第3種郵便物認可）昭和51年4月10日

道料金が変わります

新料金の実施は4月使用分から（・月徴収）

蓼

　
上
水
道
の
水
道
料
金
は
、
昭
和
四

十
八
年
四
月
に
改
定
い
た
し
ま
し
た

が
、
そ
の
直
後
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

を
初
め
と
し
た
諸
物
価
の
高
騰
で
費

用
が
大
巾
に
増
大
し
、
収
支
の
バ
ラ

ン
ス
が
大
き
く
く
ず
れ
、
水
道
事
業

の
運
営
は
極
め
て
困
難
な
事
態
に
立

ち
い
た
り
ま
し
た
。

か月につき
　　　　　　灘　　　　　灘　　　欝雛雛

　
一
方
、
使
用
さ
れ
る
水
の
量
は
、

不
況
と
は
関
係
な
く
年
々
増
加
し
、

水
源
の
不
足
を
生
じ
る
こ
と
と
な
り

早
急
に
水
源
の
確
保
と
配
水
池
の
増

設
、
配
水
管
の
整
備
な
ど
を
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
水
源
不
足
に
対
処
す
る
た
め

口　径 基本料金 従　　量　　料　　金

13％ 2遡 1㎡～10㎡まで1㎡につき20円

11㎡～20㎡まで1㎡につき50円

21㎡以上　　　　1㎡につき60円

16㌦ 380円

20㌦ 520円

25㌦ 730円

30㌦ 920円

40㌦ 1，600円

50㌦ 2，700円

75㌦ 5，100円

100％ 7，400円

臨時給水等でこの表によらないものは、1㎡につき100円

とする。

い
ま
水
道
課
で
は
六
ヵ
年
計
画
の
第

三
期
拡
張
計
画
を
た
て
て
い
ま
す
。

こ
の
工
事
費
は
お
よ
そ
十
六
億
円
に

な
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
費
用
と
運
営
費
に
あ
て
る
た

め
、
こ
の
た
び
料
金
改
定
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
よ
う
三
月
の
定
例
議
会
に

提
案
し
、
別
表
の
よ
う
に
議
決
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
料
金
の
実
施
は
、
四
月
使
用
分

（
六
月
徴
収
）
か
ら
に
な
り
ま
す
の

で
、
水
道
を
利
用
さ
れ
て
い
る
皆
様

の
ご
理
解
を
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

総工費
1，625百万円

従
量
料
金
は
て
い
（
逓
）
増
型
に

な
り
ま
す

　
新
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水
の
料

金
（
従
量
料
金
と
い
い
ま
す
）
と
に
わ

け
、
従
量
料
金
は
全
部
の
口
径
が
一

立
方
層
か
ら
計
算
す
る
方
式
に
改
め

ま
し
た
。
ま
た
こ
の
従
量
料
金
を
三

段
階
に
区
分
し
、
多
く
使
う
ほ
ど
単

価
（
一
立
方
耕
当
り
の
金
額
）
が
高

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
飲
料
水
の

確
保
を
第
一
」
と
し
た
考
え
と
「
限

り
あ
る
水
を
大
切
に
使
っ
て
い
た
だ

く
」
と
い
う
考
え
方
か
ら
と
っ
た
も

：計算例）

13騙で1か月25㎡使用の場合
基本料金）（初めの10㎡）　　（次の10面b　　　（21㎡以上の分〉　　　（水道料金）

280円十10㎡×20円十10㎡×50円十5㎡×60円一1，280円

の
で
あ
り
ま
す
。

1世帯1カ月の光熱水費調べ

電気2，脳讐

S49．10月号総理府続計局
　　「家計調査綴告」による

年崖　　　　　主な工事
51　水源施設、送水施設の増設
52　配水池の築増、配水管布設
53　水源施設の増設、配水管布設

54　水源施設、送水施設の増設
55　水源施設、送水施設、配水池の増設

56　管理棟の築増

新料金と旧料金の比較）

　口径　　使用水量　　　旧料金　　　　　新料金

　13％　　25㎡　　　950円　　1，280円

　16㌦　　25㎡　　　980円　　1，380円

20％　　30㎡　　1，280円　　1，820円

30㌦　　50㎡　　2，280円　　3，420円
　　　　（料金早見表は5月号に掲載します）

水道経営のしくみ

　
　
働

畠

施工・建設鰯㎜
垂返えす応

ど
ゼ写

に
し灘一

料金を
いただき

診ゆ

安全な水
　を送り

φ‘

藍

（第3種郵便物認可）昭和51年4月10日

簡
易
水
道
も
口
径
別
料
金
に
改
定

当間簡易水道新水源池（50年1哨亮成）

　
簡
易
水
道
は
現
在
約
一
万
二
千
人

の
利
用
者
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
会

計
は
上
水
道
と
別
に
な
っ
て
お
り
、

年
間
に
三
千
万
円
も
の
赤
字
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
赤
字
分
を
料
金

で
負
担
し
て
い
た
だ
く
に
は
、
現
行

料
金
の
二
・
五
倍
以
上
に
し
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
一
気
に
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倍
も
の
値
上
げ
は
無
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が
あ
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ま
す
の
で
、
こ
の
た
び
上

水
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と
同
じ
取
扱
い
の
口
径
別
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金

に
改
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
口
径
別
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金
は
、
上
水
道
で

は
昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
実
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し
て

い
る
も
の
で
、
大
き
い
口
径
ほ
ど
経

費
が
高
く
つ
く
こ
と
、
利
用
の
度
合

い
が
高
い
こ
と
か
ら
計
算
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　
簡
易
水
道
の
会
計
は
、
新
料
金
に

な
り
ま
し
て
も
ま
だ
ま
だ
赤
字
を
解

消
出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

不
足
す
る
資
金
は
、
当
分
の
間
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
で
ま
か

な
っ
て
い
く
考
え
で
す
の
で
、
こ
の

水
道
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
は

特
に
こ
の
点
を
ご
理
解
ね
が
い
ま
す
。
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の
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豊
富
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も
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有
限
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も
の
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の
手
に
よ
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造
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だ
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る
貴
重
な
も
の
と
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た
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な
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時
代

に
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ま
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な
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と
は
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課
で
は
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「
安
心
し
て
飲
め
る
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を
安
定
し
た
水
圧
で
送
り
続
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こ
と
に
細
心
の
注
意
を
は
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て

い
ま
す
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ま
た
経
費
の
節
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に
も
つ

と
め
、
水
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料
金
へ
の
し
わ
よ
せ
を

出
来
る
だ
け
お
き
え
、
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
力
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
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今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。
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に
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造
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さ
い
。

※
該
当
者
の
自
主
企
画
に
よ
る
「
新
成
人
祭
」
を
五
月
十
六
日
（
日
〉
、
市

　
民
体
育
館
で
お
こ
な
い
ま
す
。
こ
の
方
も
ご
参
加
下
さ
い
。

め
ら
れ
、
東
京
都
内
で
開
か
れ
た
開

拓
30
周
年
記
念
式
典
の
席
上
、
新
潟

県
下
で
た
だ
一
人
農
林
省
構
造
改
善

局
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

非
常
勤
交
通
指
導
員
の

　
ひ
と
こ
と

藤田豊平
　（新保〉

とお∬夢お5）

私
達
交
通
指
導
員
は
、
地
域
住
民
と

一
体
と
な
っ
て
、
交
通
事
故
防
止
に
つ

と
め
て
い
ま
す
が
、
先
般
は
悲
惨
な
踏

切
り
重
大
事
故
が
発
生
す
る
な
ど
、
な

か
な
か
事
故
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
踏
切
り
通
過
時
の
運
転
者
の

し
が
ま
え
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
ょ
う
。

　
必
ず
一
旦
停
止
す
る
こ
と

　
踏
切
り
は
、
必
ず
一
旦
停
止
し
左
右

を
確
認
す
る
こ
と
。
特
に
、
確
認
は
、

車
内
の
雑
音
（
ス
テ
レ
オ
、
ヒ
ー
タ
ー

等
）
を
止
め
、
窓
を
明
け
る
位
の
注
意

を
払
う
こ
と
。

　
慣
れ
た
踏
切
り
で
も
慎
重
に

　
毎
日
通
る
踏
切
り
は
気
も
ゆ
る
み
勝

ち
で
す
が
、
慎
重
な
安
全
運
転
を
。

　
危
険
な
踏
切
り
に
は
し
ゃ
断
機
を

　
危
険
な
踏
切
り
は
、
一
ヵ
所
で
も
多

く
し
ゃ
断
機
の
設
置
を
望
み
ま
す
。

日を楽しむで芸
「
郷

新保広大寺、大の坂、天神林など力

新
保
広
大
寺
保
存
会
に
よ
る

「
花
笠
」
踊
り



帖
Q
o
略
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市
の
融
資
制
度
を
一
部
改
正

　
　
　
　
一
段
と
借
り
や
す
く
な
り
ま
し
た

　
市
で
は
、
中
小
企
業
へ
の
融
資
の

道
を
開
く
た
め
、
商
工
中
金
や
各
種

金
融
機
関
に
資
金
を
預
託
し
て
、
み

な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、
融
資
制
度
の

一
部
が
つ
ぎ
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
産
業
育
成
資
金
（
運
転
資
金
）
…
貸

付
限
度
額
二
百
五
十
万
円
以
内
（
現

行
百
五
十
万
円
）
貸
付
利
率
年
七
ば

（
現
行
年
七
・
五
誕
）
貸
付
期
間
二

十
四
ヵ
月
以
内
（
現
行
十
二
ヵ
月
）
。

　
中
小
企
業
振
興
資
金
（
設
備
資
金
）

…
貸
付
限
度
額
五
百
万
円
以
内
（
現

行
三
百
万
円
）
貸
付
利
率
三
年
未
満

年
七
・
五
誕
（
現
行
年
八
誕
）
五
年

4
し
こ
い
婆
者
⑳

も
砂
糖

　
　
　
○
砂
糖
の
澗
費
量

　
ジ
　
　
　
　
昭
和
四
十
七
年
度
の
消
費

　
　
　
量
は
艘
、
一
百
万
ノ
に
達
し
て

　
e

　
　
　
お
り
ま
す
が
、
家
庭
で
消
費

　
　
　
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
う
ち
の

　
　
　
．
一
十
．
．
．
篠
弱
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
の
め
ロ
の
タ
ヨ

　
　
　
を
多
い
め
に
入
れ
る
。

　
　
　
　
・
酸
昧
と
苦
味
を
和
ら
げ

邑
　
　
　
る
働
き
が
あ
る
。

　
　
　
○
砂
糖
と
健
廉

　
　
　
　
子
供
の
肥
溝
率
と
虫
幽
の

⇔
　
　
　
発
生
率
は
砂
糖
の
消
費
量
と

　
　
　
平
行
し
て
伸
び
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
砂
糖
の
と
け
過
ぎ
は
ビ
勺

　
　
　
ミ
ン
み
の
　
　
を
　
き
ま
す
ゆ

彦
ダ
灘
謬
恥

未
満
年
七
・
七
五
誕
（
現
行
年
八
・

五
護
）
貸
付
期
間
六
十
ヵ
月
以
内
。

　
中
小
企
業
振
興
資
金
（
運
転
資
金
）

…
貸
付
限
度
額
二
百
万
円
以
内
貸
付

利
率
年
七
・
五
ば
（
現
行
年
八
煤
）

貸
付
期
間
二
十
四
ヵ
月
以
内
。

旭
ケ
丘
団
地
分
譲

住
宅
を
募
集

　
新
潟
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
つ

ぎ
の
と
お
り
旭
ケ
丘
団
地
分
譲
住
宅

を
募
集
し
ま
す
。

　
説
明
会
／
日
時
…
…
五
月
十
四
日

　
（
金
）
午
後
一
時
よ
り
　
場
所
…

　
…
市
役
所
第
一
会
議
室

　
申
し
込
み
受
付
／
期
間
…
…
五
月

　
十
七
日
（
月
）
～
五
月
二
十
九
日

　
（
土
）
ま
で
　
受
付
等
…
…
市
開

　
発
課
9
七
ー
三
二
一
番

●
住
宅
金
融
公
庫
融
資
付
分
譲
住
宅

　
募
集
戸
数
／
十
四
戸

分
譲
予
定
価
額
（
平
均
）
／
六
百
九

十
八
万
円
（
宅
地
二
二
五
平
方
后

建
物
六
九
・
五
五
平
方
肩
）

住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
／
三
百
九

十
万
円
、
利
率
年
五
・
五
頁
、
償

還
期
間
十
八
年
毎
月
払
い
（
元
利

均
等
ボ
ー
ナ
ス
払
い
併
用
）

申
し
込
み
条
件
／
自
か
ら
居
住
す

る
人
で
同
居
家
族
の
あ
る
人
、
償
還

能
力
と
確
実
な
保
証
人
の
あ
る
人
。

補
足
資
金
の
立
替
え
／
公
庫
融
資

で
頭
金
が
ま
だ
足
り
な
い
人
に
公

社
で
立
替
え
ま
す
。
立
替
え
額
二

百
万
円
以
内
、
利
率
年
六
・
五
護
、

償
還
期
間
十
年
毎
月
払
い
（
元
利

均
等
ボ
…
ナ
ス
払
い
併
用
）

●
生
命
保
険
付
分
譲
住
宅

募
集
戸
数
／
二
十
戸

　
分
譲
予
定
価
額
（
平
均
）
／
六
百
四

十
五
万
円
（
宅
地
二
二
六
平
方
層
、

建
物
六
九
・
五
五
平
方
屑
）

　
貸
付
相
当
額
／
五
百
万
円
以
内
、

利
率
年
八
礎
、
償
還
期
間
二
十
年

　
（
元
利
均
等
毎
月
払
い
）

　
申
し
込
み
条
件
／
年
齢
満
二
十
五

　
歳
～
五
十
歳
ま
で
の
人
、
自
か
ら

居
住
す
る
人
で
同
居
家
族
の
あ
る

人
、
富
国
生
命
保
険
相
互
会
社
の

被
保
険
者
と
し
て
適
格
な
人
。

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▽
十
日
町
実
業
高
校
二
年
F
組
…

…
二
万
三
千
九
十
円
　
▽
阿
部
勝
次

（
高
田
町
三
）
香
典
返
し
…
…
三
万

円
　
▽
金
沢
番
一
（
峠
）
香
典
返
し

…
…
三
万
円
　
▽
佐
藤
槌
柾
（
本
町

六
）
香
典
返
し
…
…
五
万
円
　
▽
内

藤
直
義
…
…
千
円
　
▽
十
日
町
繊
労

…
：
一
万
八
千
三
百
四
十
八
円
　
▽

雪
上
力
i
ニ
バ
ル
舞
台
製
作
者
一
同

…
…
七
千
六
百
二
十
八
円
　
▽
十
交

タ
ク
シ
ー
職
員
一
同
…
…
四
千
円

▽
匿
名
－
…
五
百
円
　
▽
十
中
一
年

五
組
一
同
…
…
千
六
百
六
十
一
円
。

老
人
い
こ
い
の
家
「
四

ツ
宮
荘
」
の
入
浴
利
用

料
金
を
改
定

　
老
人
い
こ
い
の
家
「
四
ツ
宮
荘
」

の
入
浴
利
用
料
金
を
四
月
一
日
か
ら

つ
ぎ
の
と
お
り
改
定
し
ま
し
た
。

　
　
大
人
　
　
　
　
八
十
円

　
　
小
中
学
生
　
　
四
十
円

　
　
未
就
学
児
　
　
無
　
料

停
電
の
お
知
ら
せ

脊
嘘
竪
あ
、

謄8．才一ず

蛋　　鳥シ．
、、藩動

ず

》6

偽
写

Ψ
．
私
璽

　
壷

　
ツ翫 h

つ
．
翁
工
ル
U
、
　
　
　
　
W

や
ぽ
り
　
　
　
　
　
w

春
ゼ
穆
4
恥
・
，

Q　o〆璽
㌔畿＠
濠・

ザ
う
し
2
．
憲
隻

　
　
　
　
　
　
　
　
）

t
ぐ
ち
ゃ
・
♂
？
・

　
　
ロ
　
　
　
　
し

　
　
　
ゼ
ご
に
…
？
、

　
　
拶

惣
．
％

　
　
　
　
　
　
　
Ψ
ノ

鴎
灘
幽．

／

　
　
　
一
　
彫

　
　
　
　
　
　
旧
』

）
ψ

漢た
ル
帆

▽
四
月
二
十
二
旧
…
北
原
一
部
～
市

ノ
沢
～
嘉
勝
～
轟
木
～
池
谷
～
入
山

～
焼
野
～
魚
之
田
川
～
慶
地
～
新
水

～
蕨
平
～
上
田
原
～
三
ツ
山
～
美
女

木
～
宇
田
ケ
沢
～
菅
沼
～
山
新
田
～

小
貫
～
東
枯
木
又
～
西
枯
木
又
。
午

前
九
時
～
午
後
一
時
　
▽
四
月
十
六

日
…
…
本
町
四
の
一
部
～
本
町
五
の

一
部
～
稲
荷
町
一
の
一
部
～
田
中
町

本
通
り
～
田
中
町
東
・
西
各
一
部
～

川
原
町
の
一
部
～
田
川
町
一
・
二
・

三
～
江
道
～
猿
倉
～
大
池
～
菅
沼
～

津
池
～
赤
倉
～
新
座
第
一
の
一
部
。

午
前
九
時
～
午
後
一
時
　
▽
四
月
二

十
日
…
…
千
歳
町
丁
二
・
三
～
寿

町
一
・
二
・
三
・
四
の
各
一
部
～
山

本
三
・
四
の
各
一
部
。
午
前
九
時
～

午
後
零
時
半
　
▽
四
月
二
十
三
日
・
：

…
本
町
三
の
一
部
～
関
口
樋
口
町
の

各
一
部
。
午
前
九
時
～
正
午
　
▽
四

月
二
十
七
日
…
…
関
根
の
一
部
。
午

前
九
時
～
正
午
　
▽
四
月
二
十
八
日

…
…
下
条
栄
町
の
一
部
。
午
前
九
時

～
午
後
一
時
。

水
道
工
事
を
す
る

と
き
は
市
水
道
課

　
へ
届
出
を

　
水
道
の
新
設
、
増
設
、
改
造
な
ど

の
工
事
を
行
う
と
き
は
、
事
前
に
市

水
道
課
（
魯
七
ー
．
．
二
、
一
番
）
に

届
け
出
て
正
し
い
工
事
を
行
う
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
正
し
い
工
事
が
な
さ
れ
ま
せ
ん
と

折
角
き
れ
い
な
水
を
供
給
し
て
も
汚

れ
た
り
漏
水
し
た
り
、
ま
れ
に
は
水

道
の
本
管
ま
で
も
汚
染
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
、
つ
ぎ
の
市
指
定
水

道
工
事
店
で
も
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
水
道
工
業
㈱
（
本
町
七
）

魚
沼
水
道
㈱

平
和
水
管
㈱

宮
元
屋
㈱

美
佐
伝
㈱

（
高
田
町
三
）

　
（
桜
木
町
）

（
土
市
第
、
二
）

（
本
町
四
）
）

市
の
木
・
管
理
メ
モ

「
桐
の
台
切
り
」

　
市
の
木
「
桐
」
は
、
み
な
さ
ん
の

管
理
で
す
く
す
く
の
び
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
元
気
で
育
ち

の
良
い
桐
に
す
る
た
め
に
、
つ
ぎ
の

こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
■
植
え
て
一
年
後
、
生
育
不
良
や

雪
害
、
病
虫
害
を
受
け
た
桐
を
主
に

台
切
り
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
消
雪
後
、

桐
の
芽
が
出
る
前
に
根
元
の
地
際
ス

レ
ス
レ
に
幹
を
切
り
、
切
口
を
カ
、
、
・

ソ
リ
で
な
め
ら
か
に
し
て
お
き
ま
す
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
何

本
も
芽
が
出
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

三
十
諺
屑
く
ら
い
の
び
た
頃
、
常
風

の
風
上
側
の
強
い
芽
一
本
だ
け
の
こ

し
て
、
他
は
切
り
捨
て
ま
す
。
以
後

は
、
葉
柄
の
付
け
根
か
ら
で
る
芽
は
、

親
指
く
ら
い
の
う
ち
に
か
き
取
っ
て

や
り
ま
す
。

■市勢／人ロー50，602人（男24，650・女25，952）／世帯数…11，889／面積一211・44k㎡（3月旧現在

欝膨

）／十日町市役所（電話（代）7－31H）毎月10日／昭和32

まちに緑を

審
　周囲の山々は、緑

に色づき新しい力で

いっぱい。

　自然を楽しみ、緑

に親しみやすい季節

です。

　ここ市民会館前で

も、去る5月5日、春

の緑化運動苗木市を

開催。

　サクラ、ツツジ、ポ

プラ・…訪れた市民の

間には、自然との楽

しい語らいがありま

した。

市民会館前・5月5日春の緑化運動苗木市

滝
文
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た

植
木
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
月
1
6
日
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